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出席 50 ％ 定期試験 50 ％

レポート ％ その他 ％

参考図書

必要教材（使用予定機材）

学生からの質問受付E-mailアドレス（可能な場合のみ） 備　考　欄

評定方法

指定教科書

・行政書士 講義生中継 民法 TAC出版

学習上の留意点

民法は人間の日々の生活と密着した関連性があるので、具体的な過去の事例も参考
にして、知識の修得だけにとどまらず生活に活かせるような理解を目指すこと。出
席率を重視する。

後期試験

民法総則、物権
権利の変動、占有権、所有権、担保物権
債権総論　債権譲渡、債権の消滅
契約総論　契約の成立・効力・解除
契約各論、事務管理・不当利得・不法行為
親族・相続

夏期休暇

民法総則　基本原則、権利の主体・客体

講義の目的および概要

日常生活に最も密着した法である民法について、学生が身近に興味を持って
基礎から体系的に学習し、本質的に理解出来るよう講義する。

講義のテーマ

民法の制度がどうしてそうなっているのかを理解させると同時に、
実際の問題に直面したときに解決できるよう自分で考える力を育てる。

授業展開・ライセンス取得および指導要領 検定試験の種類
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科目名 担当講師名 開講期間

民 法 島 岡 良 匡 後期


